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１．はじめに 

 

第４次岬町地域福祉計画・地域福祉活動計画を策定するにあたり、第３次岬町地域福祉計画・地

域福祉活動計画に掲載されている施策等について評価し、分析を踏まえて課題を抽出することで、

次期計画内容をより充実したものとする、または必要な施策等を新たに追加するため、関係課およ

び社会福祉協議会の評価をもとにとりまとめを行いました。なお、本報告書は令和元年度から令和

４年度までの評価をもとに作成しています。 

 

２．施策体系 

下記は３次計画の施策体系となっています。評価する上で便宜上、基本目標より下位を「基本施

策」→「施策」→「取組」として仮の項目名を設定し、評価を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

心
つ
な
が
り

ふ
れ
あ
う

み
さ
き

基本目標１ 福祉を共に育む担い手・地域づくり

基本目標２ 公民協働で支えあう地域の仕組みづくり

基本目標３ 地域共生の実現を支える基盤の整備

基本施策（１）知る・ふれあう福祉共育の推進

施策① 福祉共育の啓発（取組：２）

施策② 幅広い理解へ向けた啓発（取組：２）

基本施策（２）支えあう担い手の育成

施策① 人材育成・支援（取組：２）

施策② 多様な地域組織の強化（取組：３）

基本施策（３）地域のつながりの強化

施策① 地域の協働の促進（取組：３）

基本施策（１）福祉基盤の整備

施策① 福祉サービスの充実（取組：１）

施策② 地域包括ケアシステムの充実（取組：１）

施策③ 権利擁護愛誠の充実・強化（取組：５）

施策④ 生活環境の整備（取組：２）

基本施策（２）相談・情報提供体制の強化

施策① 相談体制の強化（取組：２）

施策② 情報発信力の強化（取組：２）

基本施策（２）公民協働による福祉課題への対応

施策① 多様な見守りの推進（取組：２）

施策② 防災・災害支援の充実（取組：５）

施策③ 生活課題への対応（取組：１）

施策④ 防犯・消費者啓発（取組：３）

基本施策（１）住民主体の支えあい活動の推進

施策① 住民主体の場づくり（取組：３）

施策② 住民主体の活動の推進（取組：３）

基本理念
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３．評価方法 

 

評価および点数化は、下記および右図の方法で行いました。 

 

各取組の評価の段階と点数化 

１：十分にできた・・・・・・・・３点 

２：概ねできた・・・・・・・・・２点 

３：あまりできなかった・・・・・１点 

４：未実施・・・・・・・・・・・０点 

 

 

 

 

 

 

４．評価 

（１）計画全体と基本目標の評価 

計画全体の評価は、2.02 点となっており、「概ねできた」の水準となっています。 

基本目標ごとにみると、「基本目標２ 公民協働で支えあう地域の仕組みづくり」が 2.17 点と

最も評価が高くなっています。一方で、「基本目標３ 地域共生の実現を支える基盤の整備」は、

1.87 点と最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画全体評価点 2.02 点 

2.07

2.161.87

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

基本目標１ 福祉を共に

育む担い手・地域づくり

基本目標２ 公民協働で

支えあう地域の仕組みづく

り

基本目標３ 地域共生の

実現を支える基盤の整備

計画全体平均点 評価点

 

各取組の評価 R1～R4の平均点算出 

施策の評価 

基本施策の評価 

基本目標の評価 

計画全体評価 

それぞれの段階に含まれる

各取組の評価を積み上げて 

点数化 
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（２）基本施策ごとの評価 

基本施策ごとにみると、「２-（２）公民協働による福祉課題への対応」が 2.20 点と最も高く、

一方で、「３-（１）福祉基盤の整備」は 1.70 点と最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画全体評価より高い基本施策 評価点 

１-（２）支えあう担い手の育成 2.14 

１-（３）地域のつながりの強化 2.16 

２-（１）住民主体の支えあい活動の推進 2.05 

２-（２）公民協働による福祉課題への対応 2.20 

３-（２）相談・情報提供体制の強化 2.09 

 

計画全体評価より低い基本施策 評価点 

１-（１）知る・ふれあう福祉共育の推進 1.80 

３-（１）福祉基盤の整備 1.70 

 

 

 

 

 

 

  

1.80

2.14

2.16

2.05

2.20

1.70

2.09

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

１-（１）知る・ふれあう

福祉共育の推進

１-（２）支えあう担い手

の

育成

１-（３）地域のつながり

の

強化

２-（１）住民主体の

支えあい活動の推進

２-（２）公民協働による

福祉課題への対応

３-（１）福祉基盤の整備

３-（２）相談・情報提供

体制の強化

計画全体の平均点 評価点
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（３）施策ごとの評価 

施策ごとにみると、「２-(２)-③ 生活課題への対応」が 2.63点で最も高く、一方で、「３-(１)-

③ 権利擁護体制の充実・強化」は、1.46点と最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※色が薄くなっている項目は、計画全体評価 2.02 点より低い施策 

基本目標１ 

福祉を共に育む 

担い手・地域づくり 

基本目標２ 

公民協働で支えあう

地域の仕組みづくり 

基本目標３ 

地域共生の実現を 

支える基盤の整備 

1.83

1.75

1.90

2.44

2.16

2.00

2.10

2.18

2.20

2.63

2.06

2.08

1.83

1.46

2.05

2.11

2.00

0.0 1.0 2.0 3.0

1-(1)-① 福祉共育の啓発

1-(1)-② 幅広い理解へ向けた啓発

1-(2)-① 人材の育成・支援

1-(2)-② 多様な地域組織の強化

1-(3)-① 地域の協働の促進

2-(1)-① 住民主体の場づくり

2-(1)-② 住民主体の活動の推進

2-(2)-① 多様な見守りの推進

2-(2)-② 防災・災害支援の充実

2-(2)-③ 生活課題への対応

2-(2)-④ 防犯・消費者啓発

3-(1)-① 福祉サービスの充実

3-(1)-② 地域包括ケアシステムの充実

3-(1)-③ 権利擁護体制の充実・強化

3-(1)-④ 生活環境の整備

3-(2)-① 相談体制の強化

3-(2)-② 情報発信力の強化
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（４）取組ごとの評価 

取組ごとにみると、基本目標１に含まれる「人権啓発事業の推進」3.00 点で“十分にできた”

と最も高い評価となっています。 

一方で、“未実施”に近い 1 点未満の取組は、基本目標１に含まれる「国際理解推進」および基

本目標３に含まれる「制度理解と不正防止の徹底」がそれぞれ、0.50 点および 0.67 点と低くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標１ 

福祉を共に育む 

担い手・地域づくり 

基本目標２ 

公民協働で支えあう

地域の仕組みづくり 

基本目標３ 

地域共生の実現を 

支える基盤の整備 

※色が薄くなっている項目は、計画全体評価 2.02 点より低い施策 

1.75

2.00

3.00

0.50

2.08

1.63

2.50

2.75

2.25

2.31

2.13

1.88

2.25

1.63

2.25

2.00

2.17

2.00

1.92

2.38

2.00

1.50

2.50

2.75

2.25

2.63

2.25

1.75

2.13

2.08

1.83

1.19

2.58

0.67

1.00

2.00

2.00

2.13

1.86

2.43

1.63

2.38

0.0 1.0 2.0 3.0

学校・家庭・地域の連携による福祉共育の充実

行政職員及び教職員の福祉共育の推進

人権啓発事業の推進

国際理解の推進

ボランティア・住民活動人材等の育成

次代の担い手の育成

地域コミュニティの活性化

地区福祉委員会の組織・活動強化

地域福祉活動団体への支援

地域福祉を推進する専門職による連携強化

活動団体のネットワークの強化

世代間交流の促進

サロン・コミュニティカフェの促進

当事者団体による交流の場づくり

地域のことについて話しあう場づくり

地域での健康づくりの推進

社会福祉協議会の組織・基盤強化

岬”ゆめ・みらい”サポート事業制度の活用

地域の見守り活動の促進

虐待防止と対応の充実

地域の防災体制づくりの促進

災害時要支援者の支援計画の作成

災害時要支援者支援体制づくりの促進

災害ボランティアセンターの設置

社会福祉施設等連絡会での災害時対応等の検討

外出や生活支援体制の推進

地域防犯活動の促進

外灯・防犯灯の整備

消費者被害の防止

福祉サービスの推進

地域包括ケアシステムの充実

地域連携ネットワークの構築と中核機関

市民後見人の養成及び支援

制度理解と不正防止の徹底

利用者がメリットを実感できる制度の運用

日常生活自立支援事業の普及啓発

緊急通報システムの充実

多様な施設の福祉的配慮の促進

福祉総合相談の展開

生活困窮者への支援の充実

ボランティア・住民活動情報の提供

福祉サービスについての広報
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５．低評価の取組ごとの今後の考え方（Ｒ４年度低評価の取組抜粋） 

R４年度評価で「３：あまりできなかった」「４：未実施」の取り組みを挙げています。 

基本目標１-（１）知る・ふれあう福祉共育の推進 

①福祉共育の推進 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

学校・家庭・地

域の連携によ

る福祉共育の

充実 

◇地域・学校・家庭などにおい

て地域福祉に関心が持てるよ

うな機会づくりを行います。 
2 3 3 3 

今後は、体験活動を増やしていく。

対面やオンラインでの交流も含め、

取組みの工夫を進めていく。 

②幅広い理解へ向けた啓発 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

国際理解の推

進 

◇住民の国際理解を深め、住

民主体の国際交流活動を促進

します。 
2 4 4 4 

 コロナ禍で団体自体の活動が出

来なかった。事業が行える世相にな

ったら、町広報紙を利用した支援等

を検討していく予定。 

 

基本目標２-（１）住民主体の支えあい活動の推進- 

①住民主体の場づくり 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

当事者団体に

よる交流の場

づくり 

◇社会福祉協議会と連携し、

当事者団体の活動を支援しま

す。 

3 3 3 3 

 当事者団体の活動の周知方法の

検討、また事業展開の検討を行う。 

 

基本目標２-（２）公民協働による福祉課題への対応- 

①多様な見守りの推進 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

地域の見守り

活動の促進 

◇隣保館事業としての見守り

活動の充実に努めます。 
2 4 4 4 

緑７丁会独居高齢者等見守り事業

ケース会議開催検討中 
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②防災・災害支援の充実 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

地域の防災体

制づくりの促

進 

◇全世帯を対象に「緊急情報

キット」の配布を進め、緊急時

の備えや民生委員・児童委員

の日頃からの見守り体制づく

りを進めます。 

2 3 3 3 

 ホームページにて周知を行って

いるが相談件数がなく、周知方法報

や緊急時の見守り体制の整備の検

討が必要。 

災害時要支援

者の支援計画

の作成 

◇防災体制の充実を図るため

必要に応じ地域防災計画を改

定します。 

4 4 4 4  令和５年度に改定を実施する。 

 

④防犯・消費者啓発 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

地域防犯活動

の促進 
◇警察、防犯委員、青少年指導

員などとの連携により、防犯

活動の促進を図ります。 

1 1 1 4 

 新型コロナウイルス感染拡大防

止の為、未実施。 

 感染状況を考慮して実施してい

く。 

外灯・防犯灯

の整備 

◇自治区と連携し地域の防犯

及び安全な通行の確保に努め

ます。 

1 2 3 3 

 自治区が実施する防犯カメラの

設置に補助金を支出している。 

 現在 12自治区。R4活用なし。 

 

基本目標３-（１）福祉基盤の整備 

②地域包括ケアシステムの充実 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

地域包括ケア

システムの充

実 

◇高齢者、障がい者等の対象

者の区分を超えて提供される

共生型サービスの提供につい

て、介護サービス事業所等へ

実施の検討を呼びかけるとと

もに、必要な人材の確保や共

生型サービスに関する情報提

供等の事業者支援のあり方に

ついて検討します。 

3 3 3 3 

 令和４年度までに岬町内で共生

型サービスを行っている事業所は

ない。現在介護サービス量について

必要な供給量を確保することが出

来ているが障害者が介護保険の対

象となっても、従来利用していた事

業所が利用できる等の共生型サー

ビスに関する情報提供等のあり方

について検討する必要がある。 
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③権利擁護体制の充実・強化（岬町成年後見制度利用促進基本計画） 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

地域連携ネッ

トワークの構

築と中核機関 

◇保健・医療・福祉の連携に、

新たな司法も含めた連携の仕

組み（地域連携ネットワーク）

づくりに取り組みます。 

3 3 3 3 

 司法を含めた連携ネットワーク

づくりについて取り組めておらず、

今後福祉と司法との連携のための

ネットワークづくりの検討が必要。 

◇権利擁護支援が必要な人に

ついて、本人の状況に応じ、後

見等開始前においては本人に

身近な親類や福祉・医療・地域

の関係者が、後見開始後にお

いては、後見人がこれに加わ

る形の「チーム」として関わ

り、後見人と地域の関係者等

が日常的に本人を見守る体制

づくりに取り組みます。 

2 3 3 3 

 権利擁護を推進するための連携

の会議体がなく、特に福祉と司法の

ネットワークが図れていない。 

◇多職種によるさらなる連携

強化、情報共有や地域課題の

検討を行い、チームを支援す

る仕組みとなる「協議会」の設

置を検討します。 

3 2 2 4 
 協議会の設置の検討するが、具体

的な取組に至っていない。 

◇地域連携ネットワークの整

備や協議会を適切に運営して

いくために必要となる中核機

関については、広域化も視野

に検討します。 

3 2 2 4 

 中核機関の設置について検討を

行うが具体的な取組には至ってい

ない。 
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取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

制度理解と不

正防止の徹底 

◇学齢期の児童・生徒への教

育を含む住民への制度の普及

啓発及び利用促進に取り組み

ます。 

4 4 4 4 
学齢期の児童への教育が実施でき

ていない。 

◇制度の適切な周知や普及に

欠かせない保健・医療・介護・

福祉サービスの専門職に対し

て成年後見制度の研修を行い

ます。 

2 3 3 4 

 専門職に対する成年後見制度の

啓発は実施できず情報提供などの

紹介に留まっている。民生児童委員

協議会へ研修を実施を検討。 

◇後見人とのチーム編成によ

る被後見人のサポートや金融

機関、民間事業者等との連携

による不正の未然防止に取り

組みます。 

3 3 3 3 

 ネットワークづくりができてお

らず、今後連携のための検討が必

要。 

利用者がメリ

ットを実感で

きる制度の運

用 

◇関係機関や金融機関、民間

事業者等との連携により、権

利擁護の必要な人を早期に把

握し、必要に応じた支援を行

います。 

3 3 3 3 

 課内での検討に留まり、民間事業

者等への啓発についてネットワー

クづくりが実施できていない。 

◇本人の尊厳を守りながら、

本人の意向に基づいた福祉サ

ービスや医療等の公的サービ

スの提供がなされるよう、チ

ームによる支援に取り組みま

す。 

3 3 3 3 

 課内での検討に留まり、民間事業

者等への啓発についてネットワー

クづくりが実施できていない。 
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基本目標３-（２）相談・情報提供体制の強化 

①相談体制の強化 

取り組み 取り組み内容 
評価 

今後の考え方 Ｒ
１ 

Ｒ
２ 

Ｒ
３ 

Ｒ
４ 

福祉総合相談

の展開 

◇いつでも、どなたからでも

相談が受けつけられるよう、

インターネットを活用した相

談について検討します。 

3 3 3 3 

 町広報紙やホームページ等での

適切な情報発信等広報機能の強化

には努めたが、インターネットを活

用した相談については引き続きメ

リット・デメリットを十分に検討の

上、進めていく。 

◇こころの相談につながるよ

う、「こころの体温計」の利用

を促進します。 

2 3 3 3 

 周知を行うがアクセス数は一定

である。事業開始し数年が経過して

いること。システム内容も更新され

ないことから目新しさがなくなっ

てきたと考えられる。 

 事業継続について引き続き検討

中。 
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６．まとめ 

 

○計画全体の評価では、2.02 点と「概ねできた」の水準となっている。 

 

○基本目標の評価では、「基本目標３ 地域共生の実現を支える基盤の整備」の評価が極端に低

くなっている。（P２） 

 

○基本施策の評価では、「基本施策１-（１）知る・ふれあう福祉共育の推進」、「基本施策３-（１）

福祉基盤の整備」の評価が低くなっている。（P３） 

 

○施策の評価では、計画全体 17 施策中７施策（41％）が、計画全体の評価点より低くなって

いる。（P４） 

【基本目標ごとの計画全体の評価点（2.02 点）より低い施策数と基本目標ごとの割合】 

 ・基本目標１ 3/5 施策（60％） 

 ・基本目標２ 1/6 施策（17％） 

 ・基本目標３ 3/6 施策（50％） 

 

○取組の評価では、、計画全体 42 取組中 20 取組（48％）が、計画全体の評価点より低くなっ

ている。特に基本目標１の中の「国際理解の推進（0.50 点）」、基本目標３の中の「制度理解

と不正防止の徹底（0.67 点）」は評価点が低くなっている。（P５） 

【基本目標ごとの計画全体の評価点（2.02 点）より低い取組数と割合】 

 ・基本目標１ 5/12 取組（42％） 

 ・基本目標２ 7/17 取組（41％） 

 ・基本目標３ 8/13 取組（62％） 

 

○Ｒ４年度に、“あまりできなかった”や“未実施”の評価の取組は、全体で 13 項目ある。（P

６-10） 

   

７．課題 

評価が低い取組については、次期計画においては重点的に内容の見直しが必要になると考えら

れます。また、取組の統合なども視野に入れ、実施できる体制を整備していくことが求められま

す。 

特に令和元年度から令和４年度に渡って評価が低い取組については、コロナウイルス感染症蔓

延の影響等も勘案しつつ、内容を精査し、もう少し細かい段階（ステップ）を踏んだ取組への転

換や、実施方針の見直しの検討が必要です。 

 


